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【提出日】平成24年6月25日(2012.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに非融和性である、少なくとも一の第１のブロックと少なくとも一の第２のブロッ
クを含有し、一方のブロックが２０℃以下のガラス転移温度(Ｔｇ)を有し、式(Ｉ)：

[上式中：
－　Ｒ１は、水素原子又はメチル基であり；
－　Ｚは、-ＣＯＯ-、-ＣＯＮＨ-、-ＣＯＮＣＨ３-、-ＯＣＯ-、-Ｏ-、-ＳＯ２-、-ＣＯ-
Ｏ-ＣＯ-、及び-ＣＯ-ＣＨ２-ＣＯ-から選択される二価の基であり；
－　ｘは、０又は１であり；
－　Ｒ２は、飽和又は不飽和、場合によっては芳香族、直鎖状、分枝状又は環状で、Ｏ、
Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｓｉ及びＰから選択される１～１８のヘテロ原子を含有可能な、１～３０の
炭素原子の炭素ベースの二価の基であり；
－　ｍは、０又は１であり；
－　ｎは、３～３００を含む整数であり；
－　Ｒ３は、水素原子、又は飽和又は不飽和、場合によっては芳香族、直鎖状、分枝状又
は環状で、Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｓｉ及びＰから選択される１～２０のヘテロ原子を含有可能
な、１～３０の炭素原子の炭素ベース基である]
の少なくとも一のモノマーを、該ブロックの重量に対して０．５重量％～１００重量％含
有するブロックポリマー。
【請求項２】
　前記第１及び第２のブロックが、第１のブロックの少なくとも一の構成モノマーと第２
のブロックの少なくとも一の構成モノマーを含有する中間セグメントを介して、互いに結
合している、請求項１に記載のポリマー。
【請求項３】
　厳密には２０℃を越えるＴｇを有する少なくとも一のブロックを含有している、請求項
１又は２に記載のポリマー。
【請求項４】
　式(Ｉ)において：
－　ｘ＝１であり、ＺはＣＯＯ又はＣＯＮＨを表し、及び／又は
－　Ｒ２は、１～２０の炭素原子を有するアルキレン基；Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｓｉ及びＰか
ら選択される１～１８のヘテロ原子を有していてもよい、Ｃ１-Ｃ１２アルキル基で置換
されていてもよいフェニレン基-Ｃ６Ｈ４-(オルト、メタ又はパラ)；Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｓ
ｉ及びＰから選択される１～１８のヘテロ原子を有していてもよい、Ｃ１-Ｃ１２アルキ
ル基で置換されていてもよいベンジレン基-Ｃ６Ｈ４-ＣＨ２-を表し；及び／又は
－　ｎは５～２００であり；及び／又は
－　Ｒ３は、水素原子；Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｓｉ及びＰから選択される１～２０のヘテロ原
子を有していてもよい、Ｃ１-Ｃ１２アルキル基で置換されていてもよいフェニル基；Ｏ
、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｓｉ及びＰから選択される１～１８のヘテロ原子を有していてもよい、Ｃ
１-Ｃ３０、特にＣ１-Ｃ２２、又はＣ２-Ｃ１６アルキル基；Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｆ、Ｓｉ及び
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Ｐから選択される１～１８のヘテロ原子を有していてもよい、Ｃ３-Ｃ１２、特にＣ４-Ｃ
８、又はＣ５-Ｃ６シクロアルキル基である、請求項１ないし３のいずれか１項に記載の
ポリマー。
【請求項５】
　式(Ｉ)のモノマーが、
－　ｘ＝１であり、ＺはＣＯＯを表し、及び
－　ｍ＝０であり、及び
－　ｎ＝６～１２０であり、及び
－　Ｒ３は、水素原子；Ｃ１-Ｃ１２アルキル基で置換されていてもよいフェニル基；Ｃ
１-Ｃ３０、特にＣ１-Ｃ２２、又はＣ２-Ｃ１６アルキル基から選択される；
ものである、請求項１ないし４のいずれか１項に記載のポリマー。
【請求項６】
　式(Ｉ)のモノマーが：
－　Ｒ１がＨ又はメチルであり；ＺがＣＯＯであり、ｘ＝１、ｍ＝０及びＲ３＝Ｈである
、ポリ(エチレングリコール)(メタ)アクリラート；
－　Ｒ１がＨ又はメチルであり、ＺがＣＯＯであり、ｘ＝１、ｍ＝０及びＲ３＝メチルで
ある、メトキシ-ポリ(エチレングリコール)(メタ)アクリラートとしても公知の、メチル-
ポリ(エチレングリコール)(メタ)アクリラート；
－　Ｒ１がＨ又はメチルであり、ＺがＣＯＯであり、ｘ＝１、ｍ＝０及びＲ３＝アルキル
である、アルキル-ポリ(エチレングリコール)(メタ)アクリラート；
－　Ｒ１がＨ又はメチルであり、ＺがＣＯＯであり、ｘ＝１、ｍ＝０及びＲ３＝フェニル
である、ポリ(エチレングリコール)フェニルエーテル(メタ)アクリラートとしても公知の
、フェニル-ポリ(エチレングリコール)(メタ)アクリラート；
から選択される、請求項１ないし５のいずれか１項に記載のポリマー。
【請求項７】
　式(Ｉ)のモノマー又はこのようなモノマーの混合物が、２０℃以下のＴｇを有するブロ
ックを形成するモノマーの全重量に対して０．７重量％～９５重量％、特に１重量％～９
０重量％、さらには５重量％～８７重量％、より好ましくは１０重量％～８５重量％であ
る、請求項１ないし６のいずれか１項に記載のポリマー。
【請求項８】
　２５０００～１００００００、好ましくは３００００～７５００００、さらには４００
００～５０００００、特に５００００～２５００００の重量平均分子量(Ｍｗ)を有する、
請求項１ないし７のいずれか１項に記載のポリマー。
【請求項９】
　２を越える、特に２～９の範囲、好ましくは２．５以上、特に２．５～８の範囲、さら
に好ましくは２．８～７の範囲の多分散度を有する、請求項１ないし８のいずれか１項に
記載のポリマー。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれか１項に記載の少なくとも一のブロックポリマーを、化粧品
的に許容可能な媒体に含有せしめてなる化粧品用組成物。
【請求項１１】
　ブロックポリマーが、単独で又は混合物として、組成物の全重量に対して１重量％～４
５重量％、特に２重量％～４０重量％、さらには３重量％～３５重量％の割合で、本発明
の組成物に存在する、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　化粧品的に許容可能な媒体が、揮発性又は非揮発性で、炭素ベース、炭化水素ベース、
フルオロ及び／又はシリコーン油、及び／又は鉱物性、動物性、植物性又は合成由来の溶
媒；室温で固体状の脂肪物質、特にロウ、ペースト状脂肪物質及びガム類；水；親水性の
有機溶媒；染料；ポリマー；ビタミン類、増粘剤、ゲル化剤、微量元素、柔軟剤、金属イ
オン封鎖剤、香料、酸性化又は塩基性化剤、防腐剤、サンスクリーン剤、界面活性剤、酸
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化防止剤、抜毛防止剤、抗フケ剤、噴霧剤、セラミド類、皮膜形成補助剤、又はそれらの
混合物から選択される、少なくとも一の成分を含有している、請求項１０又は１１に記載
の組成物。
【請求項１３】
　体又は顔の皮膚、唇、爪、睫毛、眉毛及び／又は毛髪の手入れ及び／又はメークアップ
のための製品、抗日光又は自己サンタンのための製品、又は毛髪の手入れ、トリートメン
ト、成形、メークアップ又は着色のためのヘアケア製品の形態である、請求項１０ないし
１２のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項１０ないし１３のいずれか１項に記載の化粧品用組成物をケラチン物質に適用す
ることを含む、ケラチン物質をトリートメントするための美容方法。
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